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学校組織の活性化をはかるコミュニケーションのあり方
一協働的職員集団の形成をめざしてー
学校力開発コース (12220921) 戸津 敏
学校教育に対する期待や要望が高まる中，教職員は自己の能力を高めるとともに，教職
員同士の協働により，学校の持つ力を向上させていく必要がある。そこで，本研究では，
朝交組織の活性化をはかるための教職員の協働性とコミュニケーションのあり方について，
特に，対話の重要性とその有効性に着目し，教員を対象としたアンケート調査等を通して
考察した。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
教育改革や少子化など急激な社会の変化を迎え，
朝交では様々な課題に直面している。そのような
中，学校現場では，それら多くの課題を子どもの
実態，子どもを取り巻く社会の実態として受け止
め，日々教育活動に取り組んでいる。
一方，教育の新たな目的としてあげられた「生
きる力を育む」方針を受け，子ども一人一人の実
態に応じた教育活動を展開するために，学級学年
を超えた，児童理解を目的とした教職員同士の話
し合いが，以前より積極的に行われるようになっ
てきた。 このように，教職員同士の話し合いは，
子どもを育てる目的の達成のために欠かせないも
のである。
また，教職員自身が，自己の教育力を高めるた
めに同僚の教職員と話し合うことも多い。そこに
は，開き役となる同僚の相生があり，同僚性が育
まれていく。話し合うことは，組織の活性化にも
つながっていくとも言える。教職員は学U帽しける
ものであり，学び続ける姿勢や学びの質が教職員
の同僚↑生を高めていくものと考える。
しかし，コミュニケーションに関わる意識は，
それぞ、れの職場風土によって異なることが，これ
までの研究で明らかlこなっている。児童理解の話
し合いが活性化されていく一方で，伝達のみを目
的に行われる話し合いもまだ多く，議論は決定を
前提とした行為であることが求められている。ゆ
えに，職場風土によっては，教職員同士の話し合
いには， 自由な雰囲気の中ではあるものの，時に
は批判的であることはあまり望まれていないとも
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言える。
コミュニケーションは，同僚性を育て，教職員
手掛哉を活性化させると考える。その考えに立ち，
コミュニケーションの在り方により，人と組織を
活性化させていく可能性を探ってみたい。
(2)研究の目的
本研究は，教職員が協働性を高め，学び続ける
ためのコミュニケーションの在り方を，文献研究
や教員へのアンケート調査などを基に明らかにす
る。
また，コミュニケーションの有効性や成立する
ための環境を調査することによって，教職員持邸故
の活性化の可能性と課題を考察する。
(3)研究の方法
組織の活性化とコミュニケーションの関わりに
ついて，文献研究を進める。さらに，アンケート
調査から，明交現場におけるコミュニケーション
の現状を理解し，その意識を分析することにより，
学校現場におけるコミュニケーションの可能性に
ついて考察してして。
2 先行研究の検討
(1)協働的職場風土とコミュニケーション
淵上(2005)は，自職場を協働的風土と捉えてい
る教師グループ，自職場を同調的風土と捉えてい
る職場グループ，そのどちらで、もない職場グルー
プに分類して，各グループ。間で，組織に対する主
体的な関わり，同僚とのコミュニケーション，職
務意欲，役割意識に差があるかどうか分析してい
る。その結果を， I総じて，自分の職場を協働的と
捉えている教師は，他の二つの教師グループに比
ベて， 日頃の月前f~意欲や教育活動を高く評価して
いるだけでなく，同僚教師や校務分掌聞のコミュ
ニケーション活動も高い頻度を示しており，役割
意識も高かった。このように，教師が自らの職場
を協働的と捉えていることが，日常の職務活動や
同僚教師や他分掌との交流に肯定的な影響をもた
らしていることが明らかになった」と述べている。
またj協働的な職場風土が形成されるためには，
まずは教職員一人一人が，管理職を含めたほかの
同僚と協働的な関係を結ぶことが必要となる。教
職員一人一人が制動的な関係を構築できないと感
じている場合は，協働的な職場風土は育ちがたい」
と述べ，学校組織の改善を視野に入れ，教職員と
の協働関係を構築し，望ましい人間関係を形成し
ていく教師の対人的な効力感の構造についての考
察を行っている。
その結果を， r職場における教師の協働的効力感
は，よりよい学校づくりのために，学年や分掌な
どの立場の違い(管理職も含めて)を互いに認め，
克服しつつ，互いに協力し合う関係を形成できる
という信念で、あった。しかもそのような関係は，
普段のコミュニケーションによる関係性の構築を
必要としている」と分析している。
ここからは，協働的な関係が構築できるという
意識を持つために，コミュニケーションによる関
係の構築が大きく関わっていることが分かる。
さらに，教師の視点から， rやりがし1のある職場，
自己成長の職場であると教師が捉えることは，学
杭組織の有効性とも深く関わっているJr教師の職
務意欲向上には，給料などの外的要因よりも，教
師という仕事そのものに対する満足や，自分は重
要な仕事を任されているという仕事の自律性・自
主性などの心理的要因が関連しているという研究
結果(青木薫・上田則夫， 1989)がある」と述べ
ている。
教師は，自己のキャリアを高めようという意欲
を持っており，その成長や意識が割安部射能を高め
ていくと捉えられる。
(2)主体的自己能力開発
厚生労働省は，平成21年度能力開発基本調査結
果の概要で， r労働者が希望している職業人生の実
現に向けた職業能力開発の方法をみると，正社員
では，~自発的な能力向上のための取り組みを行う
ことが必要』が 47.2怖と最も高いj と報告してい
る。これは，通常の業務をこなしていくことで必
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要な能力が身につくと答えた正社員の2倍以上の
意識の高さである。
企業の正社員は，自分が主体的に能力開発をし
たいと考えていることが伺えるが，教職員も同様
のことが言えるだろう。
(3)対話型のコミュニケーション
中原・長岡(2009)は， rコミュニケーションを見
直すことで， ~働く大人の学びや成長』を促す可能
性があるといえるかもしれません」とした上で，
「人間が，物事への理解を深めたり，現念やビジ
ョンを共有したりするための有効なアプローチと
して， ~対話j (ダイアローグ)が注目され始めて
いますJと指摘している。そして， ~創造的なコミ
ュニケーション』として『対話』を捉え， ~通常の
おしゃべり~ ~情報交換』として『会話』を位置付
けている。
加えて，庁邸哉学習研究での緊密なコミュニケー
ションよりも，むしろ批判的なコミュニケーショ
ンをオープンに行えるかが重要であるという知見
を紹介した上で，~創造的理解にいたる継続的な相
互作用のプロセス』と見なすコミュニケーション
観に注目している。そのイメージとして， r話し手
と聞き手が固定的な役割にとどまることなく，あ
るテーマに基づいて相互に入れ替わりつつ語り合
い，双方の意見を少しずつ変えていきながら共通
の理解に到達していく姿。jと述べている。そして，
「単なる『情報の移動』ではない，相互に理解を
深めていくためのコミュニケーションを実現する
カギとなるのが『対話』です」と示している。
ここからは，対話によるコミュニケーション活
動が人の成長付蛾の在り方の関係について影響
を与えるものであると捉えることができる。
一方，r~対話』によって理解が深まるのは， 他
者のことだけではありません。他者を理解すると
同時に，自分自身についての理解を深めることが
できるのです。jと述べ， r~対言活』の中で自己の理
解を語り，他者の醐平と対比することで，自分自
身の考え方や立場を振り返ることができます。つ
まり，~対話』は，自己内省の機会ともなるのです」
と指摘している。
対話は，相互理解の深化と共に，自己を高める
ためのコミュニケーションの手段としても捉える
ことができ，理解と行動変革を意識したコミュニ
ケーションの在り方として、注目したい。
(4)組織における対話の意義について
中原・長岡(2009)は，正断載における対話の意義
について， r①協調的な問題解決が可能になる，②
知識の共有が進む，③組織の変革につながる」と
示している。さらに， rw議論型』の話し合いにお
いて，メンバー聞の意見や立場の違いは， w唯一の
正解』についての合意を妨げる大きな要因となり
得ます。一方， w対話型』の話し合いにおいては，
メンバー聞の意見や立場の違いは，問題視とされ
ている状況を画一的な基準から評価することの問
題点を明らかにし，多面的な方向から状況を『意
味づける』ことを可能にします」と述べ，対話型
の話し合いの有効性を指摘している。
組織改革における『対話』の意義については，
rw.組織を動かす見えない力』とは， w個人の主体
的行動を促す力j]Jと述べながら，r個人が主体性
を発揮する方向に組織改革を進めようとするなら，
『対話がはずむ場=盛り上がるだけの場』ではな
く，実践と結びつくかたちの対話が進む場を設定
することが重要」と指摘している。
このように，対話は組織の意識を変えるコミュ
ニケーショ ンの手段とも言え，系団故の活性化につ
ながる可能性が伺える。
3 実践と結果
山形県A小学校(教職員数44名)での，全教職
員を対象としたコミュニケーションに関わるアン
ケート (2012.12実施，記述式)による実態調査
の結果を以下にまとめる。
(1)児童の変化と教職員
A小朝交の児童の活気や落ち着きに対する意識
を見ると， 63%の教職員が，活気や落ち着きがあ
ると答えている。また， 74%の教職員が，ここ数
年の児童のよい変化を感じていると答えている。
児童の変化の要因についての意識を見てみると，
①授業研究を核とした授業改善の成果，②子ども
たちの実態の把握(特別支援含む)と実態に合っ
た教育活動の実践，③児童の様子についての日常
的な話し合い，をあげている教職員が多い。担任
外の教職員の中には，先生方の熱意ある指導が要
因との答えもある。
(2)職場内の活気とコミュニケーションについて
同僚の教職員の活気に対する意識をみると，実
に97%の教職員が活気があると答えている。また，
86%の教職員がここ数年の教職員のよい変化を感
じていると答えている。
その活気の要因としての意識を見ると，児童理
解や校内研究を核とした授業改善について，意欲
的にコミュニケーションを行っている姿が伺える。
特に，児童理解や問題行動の解決に向けた話し合
いが積極的に行われ，その児童理解を授業改善に
活かしていこうとする意識が高いことが分かる。
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同僚の教職員の仕事ぶりを非常に熱心である，
前向きであると感じている傾向も伺える。 さらに，
世代を問わず，児童のために，新しい対応を創造
しようという意欲も高い。これらのことから， A
小学校は，高い同僚性を持った職場であると言え
る。
(3)協働性について
学校づくりに対する意識を見ると， 84%の教職
員が高い参画意識を持っている。また，本音で関
わり話ができると答える教職員が97%を超える。
協働性が高まってきた要因についての意識を見
ると，①子どものため，子どもの寄り添おうとい
う思いで話し合いができるようになってきた，②
授業改善についての成果や課題を率直に言えるよ
うになってきた， ③よ り良いものを創造しようと
いう向上心が高まってきた，④教職員の体制づく
りやリーダーシッフ。が高いなどの回答が多く，こ
こから，活発な話し合いを通して， 子どもたちの
ために一丸となって教育活動に取り組んで、いこう
とする，協働性の高い教職員の姿勢が伺える。
(4)協働性とコミュニケーションについて
協働性が高まってきた要因を見てみると，児童
をどのように理解していくかということや子ども
たちをどのように育てていくかということについ
て，積極的な話し合いが行われていることが分か
る。しかも，会議や打ち合わせ等のフォーマノレな
場のみならず， 日常的なインフォーマルな場面で、
のコミュニケ}シヨンが意欲的に行われていると
の傾向が見える。
ここから，児童のための話し合いが意欲的に行
われていることが，職員の協働性が高いという意
識につながっているものであるということが言え
ると考えられる。
(5)コミュニケーショ ンと空間
積極的なコミュニケーションが図られる空間は，
職員室内や印刷室と答える教職員が多い。職員室
は教職員が安心してコミュニケーションができる
空間として機能していることが伺える。
また，何でも話せる， どんなことにも挑戦でき
るという声があるように，コミュニケーションを
通して，既存の概念にこだわることなく，共に高
まっていこう とする教職員の高い意識も伺うこと
ができる。
4 考察
(1)組織の活性化と協働性
職場の協働的風土は，組織を活性化し，よりよ
い教育活動の展開につながる。協働的職場には積
極的なコミュニケーションが存在する。これは，
職場が自由に意見を交流できる環境にあることが，
職場を活力ある集団と して成り立たせるとも言え
るものであろう。
A小学校を対象としたアンケートの結果からも
指摘できるように，教職員は，教育に対するモチ
ベーションを十分に持っている。 しかも， 授業改
善や子どものみとりなどを，自分で考えて主体的
に行いたいと考えている傾向がある。意欲的に話
し合いに参加する態度は， 教職員の積極性を示す
ものと言える。 自分の考えを表現することにより
考え，評価をもらい，他人の考えを聞いて再構成
し， 自身を高めていこうとする。そして，自 ら気
付いて実感することが 実践としての高い教育活
動につながっていくものと筆者は考える。
このように，活気のある職場には， 同僚との関
わりとしてのコミュニケーショ ンが存在する。コ
ミュニケーションは， 同僚性を育てる重要な要素
となるといえよう。
(2)コミュニケーションと対話
コミュニケーションは，情報伝達や情報交換と
してのみの機能ではない。より効果的に活かそう
とするとき，対話型が有効であると考える。
対話型コミュニケーションは，物事の見方を広
げ，学校現場においても， 急激に変化する社会情
勢に対応した結論を導き出す可能性を持っている。
(3)コミュニケーションとその環境
朝交は， 子どものためにあり，子どものための
コミュニケーションが活発に行われるところであ
る。 この意識は， 学校において大切にすべきとこ
ろであろう。
また，コミュニケーションが積極的に行われる
場として，教職員が集まりやすい職員室の機能が
大きいことが分かった。
今回のアンケート調査も分析も，学校教職員全
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体を対象に行った。 学校は， 教職員全体で運営す
るものだからである。みんなで育てていこうとす
る認識を持ち，それぞれの立場でその認識を高め
ていくことが必要で，そのような意識が，職員の
協働性を高めていくと思われる。
5 到達点と課題
(1)到達点
組織の活性化とコミュニケーションとの関わり
についてのこれまでの研究で，以下のことが明ら
かになった。
①場の協働性を高め， 津町哉を活性化するために，
コミュニケーションは重要な役割を果たすもので
ある。対話型コミュニケーションは，紙織の活性
化につながる可能性がある。
②自分の考えを，自由に安心して話すことができ
るコミュニケーショ ン環境が保障された時，話し
手は，話すことにより自分を内省する機会を得て，
自己成長につなげることができる。
倒固人の成長が協働性を高め， 協働性の高まりが
組織を活性化させる。このことにより，高い教育
活動が実践される可能性が高まる。
(2)課題
話し合いには，フォ マーノレなものとインフォー
マルなものがある。 それぞれの有効性と，インフ
ォーマルなコミュニケーションを育てる要因につ
いて検討してし1く。 また，コミュニケーションの
成立にも課題がある。それは，場と意識の改革で
あると考える。
これらのことについて，実践を通して，有効性
や可能性について検討考察していく。
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